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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 
A－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

本研究は、地球核物質を模擬した環境下での候補物質の物性を調べることで、地球物理学的観測デー

タを満足する地球核内部構造の最適モデルを創出しようとする研究である。 
当初計画していた Fe（鉄）、 Ni （ニッケル）に加わる軽元素の種類をパラメーターに、音速測定や

結晶構造測定を行い、音速の振る舞いから軽元素として O（酸素）や C（炭素）ではなく、Si（ケイ

素）、S（硫黄）、または H（水素）が候補であること、元素分配と相変化から、外核と内核で軽元素量

が異なるという結果、更に H の固溶による格子の膨張量から既存の核中での H 量が過大評価であるこ

とを指摘する等、着実に成果を上げている。研究組織も適切に効果的に機能しており、研究経費も適切

に使用されている。更なる測定と精度向上により、地球核構造のモデル創生という目的を達成すること

を期待する。 
 


